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１　環境経営方針

　　株式会社西野造園は、生活環境を保全・創造する事業活動を通じ、緑に関する知識と技術力

　をもって、地域に緑の大切さを広く啓発し、積極的に環境保全活動に取組む企業を目指します。

　　当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、組織全体で環境への配慮と事業

　活動が与える環境負荷の低減に努めます。そのために、下記の取組みを実行することによっ

　て、環境経営の継続的な改善と環境汚染の予防に努めます。

１. 環境負荷の低減と環境保全活動への取組み

１） 省エネルギー活動を推進し、CO2の削減に努めます。

２） 産業廃棄物の収集運搬業務において、適正処理の確保に努めます。

３） 省資源化及びリユース、リサイクルを推進します。

４） 水の効率的利用及び日常的な節水に努めます。

５） 化学物質使用量を抑制、管理します。

６） 環境に配慮した物品等を購入、使用します。

７） 環境配慮工事の提案・実践に努めます。

２. 環境関連法規制等の遵守

３. 環境コミュニケーションの積極的実施

平成27年７月４日　制定

令和５年９月30日　改訂

株式会社西野造園

代表取締役　西野初夏

取組みを目指します。

環境関連の法規制等を遵守し、法規制に対し責任・信頼感のある企業を目指します。

環境活動レポートを公開し、利害関係者とのより良いコミュニケーションを実践し、企業の

社会的責任を果たします。また、全従業員にこの環境方針及び必要事項を周知し、体系的な

〔環境理念〕

〔基本方針〕
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２　会社概要

1. 事業所名及び代表者名 株式会社西野造園

代表取締役　西野 初夏

2. 所在地 〒422-8076

（本社） 静岡県静岡市駿河区八幡４丁目１番１５号

（資材置場） 静岡県静岡市駿河区有東1丁目7-15

（苗圃） 静岡県静岡市葵区新間1358-1

3. 環境管理責任者及び連絡先 環境管理責任者 西野和典

連絡担当者 戸田さとみ

TEL 054-283-3131

FAX 054-285-3231

E-mail nishino@zoen.co.jp

https://nishinozoen.com

4. 従業員数 16人

5. 事業活動の内容 造園・土木工事

植栽等管理

●建設業許可

許可番号 静岡県知事許可（特-４）第１３９３号

建設業の種類 造園工事業/土木工事業/とび・土工事業

●産業廃棄物収集運搬業 （登録対象外）

許可番号 静岡県　第０２２０１１１３６６６号

有効年月日 2024/9/27～2029/9/26

許可品目 廃プラスチック類、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、

がれき類、紙くず、木くず、繊維くず 以上７品目

許可車両 ２ｔﾀﾞﾝﾌﾟ ３台   　４ｔﾕﾆｯｸ車  １台

３ｔﾀﾞﾝﾌﾟ １台   　２ｔﾊﾟｯｶｰ車  １台 計６台

※積替え及び保管行為を除く

※現在、収集運搬は自社分のみであり実績は無し

6. 事業規模 設立年月日 昭和５０年１月９日（創業：大正１２年１月）

資本金 ２，０００万円

7. 事業年度 毎年10月1日から翌年9月30日まで

8. 認証・登録の対象範囲 株式会社西野造園　全社員及び全事業活動

単位

人

百万円

圃場面積 m2

m2

m2

売上高

従業員数

資材置場面積

事務所面積 193.34

249.54

1356.0

2024.10/1～2025.9/30

５1期

229

16
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３　体制組織

代表者  ① 環境経営方針の作成と従業員への周知

 ② 環境への取組を実施するために必要な経営資源の準備及び投入

 ③ 全体の評価と見直し

 ⑤ 経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者  ① 環境負荷・環境への取組の自己チェックの実施

 ② 環境経営目標の達成状況取りまとめ及び必要な是正処置を行う

 ③ 環境マネジメントシステム運用状況を代表者に報告する

EA-21活動事務局  ① 環境管理責任者の補佐

 ② EA-21における文書の作成、記録の管理

 ③ 法規制最新版の管理

部門責任者  ① 環境経営計画の実施と、記録の管理

 ② 問題点の把握と是正の実施

 ③ 各担当者の教育・指導

担当 役割・責任・権限

 ④ 環境管理責任者の任命

代表者

環境管理責任者

EA-21活動事務局

収集運搬部門 現場部門 事業所部門
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４-１　環境負荷の実績　（前年度対比）

〇

４-２　環境負荷の実績　（目標値対比）

〇

〇

＊電力の二酸化炭素調整後排出係数は中部電力ミライズ㈱の「2023年度0.421kg-CO2/kWh」

　auでんきの「2023年度0.531kg-CO2/kWh」を使用。

判定

 環境コミュニケーション及び社会貢献 － 実施
6.環境経営活動

計画書参照

7.環境活動計
画の取組結果
とその評価 次
期の取組内容
8.取り組み内
容参照

 100万円当たりのCO2排出量 ｋｇ-CO2 224.13 223.91 166.34

 水道使用量の削減 m3 240
238 215

0.1％減 9.7％減

切枝・刈草（ﾘｻｲｸﾙ） ｋｇ 423,480
423,057 580,720

0.1％減

廃
棄
物

産業廃棄物排出量 ｋｇ 15,628
15,612 12,814

0.1％減 17.9％増

一
般
廃
棄
物

切枝・刈草（焼却）

Ｌ 9,044
9,035 7,114

0.1％減 21.3％減

37.3％増

ｋｇ 53,390
53,337 80,110

0.1％減 50.2％増

20
20 15

0.1％減 25.0％減

車両・重機でのCO2削減

ガソリン Ｌ 5,880
5,874

事務所でのCO2削減

電力 ｋWｈ 20,122
20,102 11,726

0.1％減 41.7％減

都市ガス m3

6,194

0.1％減 5.4％減

軽油

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 44,825
44,377 38,184

0.1％減 14.0％減

項目 単位

48期 51期

基準年
目標 実績

増減率 増減率

 水道使用量の削減 m3 332 215 35.2％減

 環境コミュニケーション及び社会貢献 — 実施 実施 —

0.4％減

車両・重機でのCO2削減

ガソリン Ｌ 5,627 6,194 10.1％増

軽油 Ｌ 7,144 7,114

廃
棄
物

産業廃棄物排出量 ｋｇ 27,645 12,814 53.6％減

一
般
廃
棄
物

切枝・刈草（焼却） ｋｇ 84,330 80,110 5.0％減

切枝・刈草（ﾘｻｲｸﾙ） ｋｇ 652,795 580,720 11.0％減

14.8％減

都市ガス m3 17 15 11.8％減

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 38,368 38,184 0.5％減

事務所でのCO2削減

電力 ｋWｈ 13,766 11,726

項目 単位

50期 51期

増減率2023.10.1 ～ 2024.10.1 ～

2024.9.30 2025.9.30

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

判定

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

４



５　中長期の環境経営目標

＊要求事項6　自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善として造園基幹技能者による環境にやさしい

　（低負荷の）工法の提案を行います。

＊長期環境経営目標は４8期を基準年として52期は0.1％減を目指します。

＊ガソリン・軽油使用量は、仕事量によって増減するが今後もエコドライブなど推進しCO2削減に努めます。

＊グリーン購入率については、今後も建設資材を検討し購入率向上に努めます。

＊化学物質である農薬を使用する際は、環境や地域住民の方々などに十分配慮して使用することとし、設計図書の指示に基づく為

　目標は設定しない。

（4-2環境負荷の実績について)

＊ガソリン､軽油の使用量は現場に行くまでの距離で変わるので今後もエコドライブを心がける。

※水道使用量は49期を基準値に変更(水圧調整した為)。

＊2025年3月水道の水漏れを修理したので水道使用量の減少となった。

＊照明をLEDに変更した為電力使用量の減少となった。

＊水道使用量が2025年3月に漏水修理、電力使用量が2024年5月に空調機交換、2024年6月に照明器具のLED化され数値が

　減少した為、今後基準年を変更する。

53,337

0.1％減

423,057

0.1％減

15,612

53,337

0.1％減

423,057

0.1％減

9,035

0.1％減

15,612

0.1％減

20,102

0.1％減

20.0

0.1％減

5,874

238.0

0.1％減

0.1％減

238.0

0.1％減

9,035

0.1％減

0.1％減

54期

基準年 目標0.1％減

0.1％減

20.0

0.1％減

5,874

0.1％減

44,377

0.1％減

44,377

0.1％減

20,102

項目 単位

48期 52期 53期

事務所でのCO2削減

電力 ｋWｈ 20,122
20,102

0.1％減

都市ガス m3 20
20.0

0.1％減

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2 44,825
44,377

0.1％減

車両・重機でのCO2削減

ガソリン Ｌ 5,880
5,874

0.1％減

軽油 Ｌ 9,044
9,035

0.1％減

廃
棄
物

産業廃棄物排出量 ｋｇ 15,628
15,612

0.1％減

一
般
廃
棄
物

切枝・刈草（焼却） ｋｇ

ｋｇ 423,480
423,057

0.1％減

＊廃棄物の量の増加は受注する仕事内容によって増加に繋がった。

目標0.1％減 目標0.1％減

 水道使用量の削減 m3 ※240.0
238.0

0.1％減

 環境コミュニケーション及び社会貢献 － 実施 6.環境経営活動参照

53,390
53,337

0.1％減

切枝・刈草（ﾘｻｲｸﾙ）

５



６　環境経営活動計画書

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

・空調温度の適正化(冷房26℃暖房24℃) 暖 房 冷 房

・不要照明の消灯
・PC、OA機器等未使用時の電源OFF

・照明等定期的清掃、点検

照 明・ ｴｱ ｺﾝ

ｴｱ ｺﾝ

都市ガス

・冬場の使用が多いため夏場は削減の徹底
　を図る(温水温度の適正化)
・食器を洗うときは設定温度を低くする
・温水使用方法(流しっぱなし禁止)

森下
鈴木

全体

ガソリン
軽油

・アイドリングストップ
・効率的なルートで現場往復する
・定期的な車両点検とエコドライブの推進
・効率的な運行経路の選択

小澤 全体

・分別の徹底及び適切な処分
・不必要なコピー・プリントの削減
・2㏌1や裏紙使用によるペーパーレス化
・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・詰め替え型商品の購入

事務 全体

・作業ミスによる廃棄量の削減
・マニフェストによる適正管理
・切枝・刈草（焼却）の適正処理
・切枝・刈草（堆肥）の適正処理
・建設副産物リサイクル率向上に努める
・資材の整理整頓

現場
責任者

各現場

・節水ポスター掲示
・水漏れの点検

森下
鈴木

全体

・環境に優しい資材等の購入検討
芦川
伊藤

現場

・みどりの保全及び緑化推進に努める
・環境に配慮した設計、施工

西野
(和)

各現場

・化学物質の使用については設計図書の
　指定に基づいて適正に管理使用する

岸田 現場

・環境に配慮した機械を積極的に使用する 岸田 現場

適正な農薬の使用

化学物質

自らが施工する環境性能の向上

工具
車両等

水使用量削減

上水

グリーン購入の推進

資材

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ及び社会貢献

地域に喜ばれる活動

スケジュール/月

二酸化炭素排出量削減

産業廃棄物
一般廃棄物

目標 目標達成手段 責任者 部署

エネルギー
使用量削減

電力 稲葉 全体

廃棄物排出量削減

６



７　環境活動計画の取組結果とその評価　次期の取組内容

・空調温度の適正化 〇

・不要照明の消灯
・PC、OA機器等未使用時の電源OFF 〇

・照明等定期的清掃、点検 〇

都市ガス

・冬場の使用が多いため夏場は削減の徹底
　を図る(温水温度の適正化)
・食器を洗うときは設定温度を低くする
・温水使用方法(流しっぱなし禁止)

〇

ガソリン
軽油

・アイドリングストップ
・不要な荷物を積まない
・定期的な車両点検とエコドライブの推進
・効率的な運行経路の選択

〇

・分別の徹底及び適切な処分
・不必要なコピー・プリントの削減
・2㏌1や裏紙使用によるペーパーレス化
・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・詰め替え型商品の購入

〇

・作業ミスによる廃棄量の削減
・マニフェストによる適正管理
・切枝・刈草（焼却）の適正処理
・切枝・刈草（堆肥）の適正処理
・建設副産物リサイクル率向上に努める
・資材の整理整頓

〇

・節水ポスター掲示
・主にミーティングで節水を呼びかける
・水漏れの点検

〇

・環境に優しい資材等の購入検討 ―

・化学物質の使用については設計図書の
　指定に基づいて適正に管理使用する 〇

・環境に配慮した工具・機械・車両を積極的に
　使用する 〇環境への配慮

草刈り機等購入
バックホウ購入

積極的に行う

継続して行う

自らが施工する環境性能の向上

継続して行う

適正に使用化学物質

資材 購入検討

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ及び社会貢献

適正な農薬の使用

地域に喜ばれる活動
・みどりの保全及び緑化推進に努める
・環境に配慮した設計、施工 〇 継続して行う

　
河川美化清掃活動､麻機遊水地クリーン
作戦､園芸市に参加

継続して行う

継続して行う

継続して行う

次期の取り組
み

内      容
評価

温度の適正化と不用照明の消灯を継続
サーキュレーター使用し室内の温度ムラ
を軽減、空調効率を高めた

夏期冬期の適温表示に
近づく様使用した

啓発ポスター等掲示
ドラレコ取り付けで安全
運転の意識向上を高めた

コピー機機能の有効活用不必要なカラー
印刷をモノクロ印刷へ
不要なペーパーをリサイクル処分した
廃棄物の削減に繋がる詰替え品等のエコ
商品の使用を継続した

産業廃棄物
一般廃棄物

SDGsの目標
達成に向けて

二酸化炭素排出量削減

廃棄物排出量削減

水使用量削減

グリーン購入の推進

継続して行う

継続して行う

継続して行う

資機材の整理整頓
仕事量によって廃棄物の増減はあるが
適正処理によってリサイクルを心掛けた

目標 計画

エネルギー
使用量削減

電力

啓発ポスターを張り、節水の意識を高め
た
漏水を直した為使用量が減少した

上水

実績
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８　環境経営計画に基づき実施した取組内容

インターンシップ受け入

環境美

環境に配慮した機械の導アイドリングストップ

裏紙の使用

AED設置 子ども神輿休

廃紙のリサイクル

空調温度の適正

節水表示温水温度の適正

地域に喜ばれる活動

８



１．当事業所に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　　

○

○

○

○

○

R7.6.16提出

○

○

リサイクル料金の支払い 該当なし

対象外への飛散防止 ○

○

○

○

２．関連機関からの違反指摘及び利害関係者からの違反指摘、訴訟等の受付は過去３年間にわたりありませんでした。

・環境関連法規の遵守状況　　法令違反はありませんでした。

・周辺からの苦情の有無　　期間内、ありませんでした。

・関連機関からの行政指導　　期間内、ありませんでした。

エコドライブに努める

90日以内又は180日以内

○

該当なし

○

○

ＰＣリサイクル法 ＯＡ機器の適正な引渡し

契約書の締結
産業廃棄物収集運搬及び処分業者との
委託契約

道路交通法

マニフェストの管理・保管

マニフェストの年間集計と報告

Ｄ票/Ｅ表の返却・5年間

安全運転の義務

マニフェストの期間内返却

産廃収集運搬業許可の更新 許可証の有効期限（2029/9/26）

毎年6月30日までに提出

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

産業廃棄物の管理保管 見やすい場所に掲示板(60㎝×60㎝)設置

廃棄物の飛散防止
車両荷台へシートを被わせる及び
過積載の禁止等

９　環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　　　　　　　　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規等名称 適用内容又は規制基準値 当社の適応及び対応

建設リサイクル法 建設副産物のリサイクル 工事施工計画書工事完了届

遵守状況

確認者　西野(和)

遵守状況確認日
2025/9/30

自動車リサイクル法

　　

フロン排出抑制法 空調機の簡易点検
3か月に1度簡易点検の実施、記録の保管
機器廃棄後記録を3年間保管する事

引取業者への引渡し

グリーン購入法 環境物品等の購入に努める

在庫保管状況

市が実施するみどりの保全及び
緑化推進に関する施策に協力する

購入記録

管理記録簿の確認

R7.9.12確認

家電リサイクル法 特定電化製品の適正な引渡し 販売店又はメーカーにて（有料）処分

国土交通省排ガス
３次規制

排出ガス対策型建設機械 バックホウ・発電機など

静岡県農薬管理指導士
農薬取締法

静岡市産業廃棄物の
適正な処理に関する
条例

中間処理委託先の現地確認 年に1回現地確認を行う

〇

販売店又はメーカーにて（有料）処分

静岡市みどり条例
積極的にみどりの保全及び緑化の
推進に努める

９



１０　代表者による全体評価・見直し・指示
　　　　　

① レ

② レ

③ レ

④ レ

⑤ レ

⑥ レ

⑦ レ

 【全体評価･コメント】

51期は、災害レベルの猛暑で、社員の体調が心配でしたが何とか越すことができて良かったです。

水道量については水漏れを直して改善が出来ました。ほか、新しく導入した機械が増え、作業効率が

上がりました。ただ、廃棄物については仕事柄作業効率が上がる分廃棄物の量も増加となりました。

何をおいても、先ずは命が大事なので、社員が快適に過ごせる様に整備していきたいです。

   代表取締役　 西野初夏

２０２５年１２月１８日

株式会社西野造園

その他のシステム要素 有･無

有･無

有･無

⑤

⑥ その他（外部への対応等）

①

②

③

④ 環境に関する組織

有･無

有･無

有･無

環境経営方針

環境経営目標及び目標達成状況

環境経営活動計画

見直しに必要な情報

継続して取り組む

外部コミュニケーション･対応記録

問題なし

継続して取り組む

継続して取り組む

問題なし

確認（必要に応じて評価･コメント記載）項目

環境経営方針

環境経営目標及び目標達成状況

環境経営活動計画及び取組実施状況

環境関連法要求一覧及び順守状況

見直し項目
見直し
の有無

全体評価と見直し

問題なし

問題なし

「有」の場合の指示事項等

問題点の是正･予防処置実施状況

その他
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